
（別紙３）

～ 7年　2月　28日

（対象者数） 41人 （回答者数） 33人

～ 7年　2月　28日

（対象者数） ７人 （回答者数） 7人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
継続して行う。

お子さんたちが楽しんで遊べるおもちゃ作りをする。

2
お子さん支援の対応方法を職員が共有する時間の確保を

していく。

3
継続して伝えていく。

困りごとの相談にも対応していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

全員が揃うことが理想であるが、いるメンバーでの共有を

する。

連絡ノートなど利用して伝えあう。

2

3

保護者支援 １日の生活や遊びの様子を丁寧に伝える。

送迎j時にもお子さんの様子を伝えていくようにする。

事業所の弱み（※）だと思われること 事業所として考えている課題の要因等

子どもの支援についての振り返の時間がなかなか作れないこ

と。

時差出勤があるため、職員が全員そろう時間が少ない。

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

子ども達が心地よく過ごせる環境作り

生活や遊びの空間作り

毎日の生活空間の清掃と消毒、遊具の安全点検と消毒。

子どもへの支援の充実 子ども達の様子に合わせて支援の仕方を工夫し対応する。

○従業者評価実施期間 7年　2月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 7年　3月　7日

○事業所名 児童発達支援トレトレbi

○保護者評価実施期間 7年　2月1　日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


